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自ら学ぶ児童の育成
～ICTを活用した授業改善を通して～



【本校児童の実態】

〇「知識・技能」「思考・判断・表現」は概ね高い。

〇学習に向かうための基盤は培われている。

●学習が受動的な児童が多い。

「主体的に学習に取り組む態度」に課題がある。



【研究内容】
（１）単元の構想（ＩＣＴの活用場面）

①指導と評価の計画

②ICT活用の位置付け

（２）授業の構想（ＩＣＴのよさを生かした指導）

①効率化…デジタルの利点を生かす

②共有化…学びを深める

③個性化…一人一人のニーズに応じる



【研究目標】

各教科・領域において、ねらいを
明確にしたＩＣＴの活用を通して、
自ら学ぶ児童を育成する。



【研究主題】

自ら学ぶ児童の育成

～ICTを活用した授業改善を通して～



自ら学ぶ児童とは

・既習の力を用いて課題の解決に取り組む。

・自己の学びと友達の学びを交流したり、
活動に参加したりして学んだ価値を深め
ようとする。



めざす児童の具体の姿
〈知識及び技能〉

知識・技能を身に付け、生かす。

〈思考力、判断力、表現力等〉

筋道立てて考え、表現する。

〈学びに向かう力、人間性等〉

協働的に学び、価値を深める。

学びを振り返り、学びをつなげる。



ICTを活用した授業改善

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて

見通し 課題解決 振り返り

ねらいを明確にしてＩＣＴを活用し、質の高い学びを実現させる。

資質・能力を身に付け、

生涯にわたって能動的に学び続ける児童の育成



ＩＣＴ活用のよさ

効率化 共有化 個性化

個による学び

調べ学習

まとめ・表現

発表・話合い

分類・整理
協働による学び

教材の提示

調査活動

表現・制作



授業の実際（ICT活用のよさ）

効率化

・資料提示により、視点を明確にさせる。

・情報量を絞り、学習を焦点化させる。

・学習の積み重ねを残し、次時に生かす。



授業の実際（ＩＣＴ活用のよさ）

共有化

・自力解決の結果を学び合いにつなげる。

・提示の仕方により、比較検討がしやすい。

・話合いの視点を明確にさせる。



授業の実際（ＩＣＴ活用のよさ）

個性化

・学習の足跡を残すことができる。

・自己の変化や次の課題を捉えやすい。

・自分の課題に向けて学習する意識が生まれる。



単元の構想
①本単元で目指す

児童の姿

②ICT活用のねらい

③単元の「流れ」と

ＩＣＴ活用の「効果」

の検討



単元の流れ



学校公開（低学年部会）

個性化 共有化 個性化

１学年 体育

「ゲーム鬼遊び」

２学年 国語

「説明文→書く活動」

２学年 体育

「走の運動合遊び」

自分たちの攻撃の
様子を見る

順序を意識して並び
替える

ペアで動画を撮影して
見合う



参観者の感想（低学年部会）
〇タブレットを活用することで、学び合いが生まれている場面が
多々あり、使用することが目的ではなく、学びを深めるための
ツールとして活用されているところが印象に残った。【体育】

〇「ICTだからこそやれること」を上手に実践に取り入れていたと
感じた。教科の特性上、運動量の確保とのバランスは、常に課
題となってくるとは思うが、より質の高い学びをさせるために、
ICTがいかに有効かを学ばせていただいた。【体育】

〇タブレットで録画した動画を前時の振り返りに使ったり、ロイロ
ノートでカードを作ったり、効果的な使い方を知ることができた。

【国語】



学校公開（中学年部会）

共有化

３学年 算数

「まるい形を調べよう」

４学年 社会

「地域で受け継がれてきたもの」

見通しを回収して
焦点化する

インタビュー動画を
視聴する

効率化



参観者の感想（中学年部会）
〇タブレット端末を活用することで、友達の描い
た模様をみんなで共有して円の中心を見つける
活動ができたことで、意欲付けになったし交流
の助けにもなったと思う。【算数】

〇先生が頑張って作った資料から子どもたちが社
会的事象を読み取っていた。また、学んだこと
を自分でまとめることに学習の価値があり、参
考になった。【社会】



学校公開（高学年部会）
５学年 理科

「流れる水の働きと土地の変化」

６学年 外国語

「This is my town.」

実験の結果を何度も
確認する

調べた画像やメモを
基に話す

個性化 個性化



参観者の感想（高学年部会）
〇グループ毎の結果を共有できたことは、とても
大きかったと思う。高学年になると、今回のよ
うに、グループ毎にそれぞれ取り組むことも出
てくるので、有効性があると感じた。【理科】

〇子どもたちが意欲的に話したり調べたりしてい
た。目的意識があり、これまでたくさんの語彙
を増やしてきたからこそ、子どもたちのやる気
に繋がっているのだと感じた。【外国語】



学校公開（特別支援教育部会）
自立活動

「ことばで伝えよう」

調べた言葉について
発表する

共有化

リモート参観（公開）の実施



参観者の感想（特別支援教育部会）
〇書くことが苦手な子どもに、支援の一つとして
タブレットでの筆記をさせたいと思っていたの
で、このような使い方をすれば効果的だという
ことが勉強になった。【自立活動】

〇タブレットをツールとして自分の気持ちや考え
を楽しく表現している子ども達の姿は素晴らし
かった。【自立活動】



児童の実態（アンケートより）

～アンケート項目の意図～

【学習方策】学習方策の獲得はできているか。（項目２・３）
【目的意識】目的意識をもって学びに取り組んでいるか。（項目１・６）
【対話協働】対話によって学びは深まっているか。（項目４・５）
【学習意欲】他の学習とのつながりや、ICTへ対する児童の関心はどうか。（項目７・８）



児童の実態（アンケートより）



児童の実態（アンケートより）

９ 「８」で答えた理由
〇タブレットを使った授業が楽しい。
〇自分のやりたい学習ができる。
〇いろいろな資料があって分かりやすい。
〇自分で調べたいことが調べられる。
〇みんなの考えを見ることができる。
▲文字入力が苦手。
▲使い方がよく分からない。
▲パスワードの入力が大変。



児童の実態（アンケートより）

〇主体性が高まってきている。

〇学習に向かうための基盤が培われて

きた。

〇意欲面の向上が資質・能力の育成に
もつながっている。



児童の実態（アンケートより）

●発達段階に応じたスキルの向上が

必要である。

●ねらいに迫る活動をするためには、

教師の関わりが欠かせない。



成 果
①ＩＣＴ活用のよさ

効率化 共有化 個性化

教師…教材研究の深まり

児童…見通しをもった学習活動



成 果
②単元を通したICTの活用

「めざす姿」 「単元構想」

ねらいに迫るための

ＩＣＴ活用の吟味

発達段階に応じた

資質・能力



成 果
③「自ら学ぶ児童」の増加

・学習に対して受動的だった児童

ＩＣＴの効果的な活用

・自分の考えを表現しようとする。

・友達の考えを取り入れようとする。



課 題
①デジタルとアナログのバランス

・学習ノートに思考の足跡が残らない。

・活動によっては時間がかかる。

活用場面の精選



課 題
②児童主体の授業への転換

・教師主導の授業

・児童自身が学びを進める授業

ＩＣＴの効果的な活用

教師の関わり方



まとめ（ＩＣＴの効果的な活用）

個性化

〈低学年〉 自分の考えを残す。

〈中学年〉 自分の考えを残して振り返り、変容を捉える。

〈高学年〉 自分のやり方で進め、次の課題につなげる。

〈特別支援〉できることや得意なことを生かす。



まとめ（ＩＣＴの効果的な活用）

共有化

〈低学年〉 友達と自分の考えを比べる。

〈中学年〉 類似や共通点に気付く。

〈高学年〉 多様な考えに触れ、考えを深める。

〈特別支援〉お互いの考えを見合う。



まとめ

効率化

多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく
育成する「個別最適な学び」

個性化

ＩＣＴの効果的な活用

「指導の個別化」

「学習の個性化」



まとめ

効率化

子どもたちの多様な個性を最大限に生かす
「協働的な学び」

共有化

自ら学ぶ児童の育成へ

ＩＣＴの効果的な活用

「多様な他者との関わり」

「空間的・時間的制約の緩和」



終わりに

効率化 共有化 個性化

・児童個々の主体的な学びの促進

・学びの深化


